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< 回転体の表面積 3 >

例 図 1のような半径Rの球面の一部分
（図 1の斜線部分）の面積 Sを求め
たい。Sは図 2の弧ABを x軸のま
わりに回転してできる回転面の表面
積であるから，前ページの公式が使
える。
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問 半径Rの球面の面積 Sを求めた
い。球面を図 3の半円を x軸の
まわりに回転してできる回転面
と考え，Sを求めよ。


